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１．河邉会長挨拶
70周年記念式典を3週間後に控えている。委員の千葉さんを迎えているので、
70周年記念式典の件を中心に確認いただきたい
協賛企業も順調に集まっている（15社程度）。引き続き紹介及び誘致を強化する
協会の保険を変更した。9月1日～翌年8月31日迄での有効期間となるようにした

２．本日の議題（坂田理事長）
２．１　新年度役員体制

・会長推薦枠の調整状況は　→　現在調整中。
・理事会日程は2019年4月分まで予約済み

２．２　報告・審議事項
２．２．１　総務部

２．２．１．１　審議事項
なし

２．２．１．２　報告事項
・登録状況報告　　記載の通り
・団体登録表は常時最新版にしている。クラブ代表者宛の連絡は最新連絡先で対応いただきたい。

２．２．２　教育部
２．２．２．１　審議事項

(1)市民スキー準備状況
車山スキー場の経営権譲渡に伴い調整がストップしている。
流動的だが、まずは準備に向けて着手したい　→　【承認】
スキー場側の状況を確認した後、予算案を作成して電子承認等手続きを始めたい
2019/1/12-14　講師としてお願いしたいので予定調整願う。

２．２．２．２　報告事項
(1)サポートプログラム

・受検者18名（昨年比+6人）＋昨年度からの再受検者を含めると、増員は見込めそう
・11/17 キックオフミーティングを実施。理事も参加できれば参加願う

２．２．３　競技部
２．２．３．１　審議事項

(1)ジュニアスキー（12月）
・計画時と現在の修正点はどこか（収支を改善したポイントはどこか）
　→参加者の費用を見直した／予備費を取り崩した
・昨年度小学生料金　48,000 → 今年度52,000（+4,000）と金額変更
・集客に向けた施策はあるか
　→中学向けのパンフを置く調整＋スノーヴァに協力をもらう　を追加施策として実施
　→70周年行事で紹介するのも有効ではないか。準備いただきたい
・講師は足りる予定だが、前年度実績を含めて役員体制は再検討願う。

(2)市民総合体育大会
・参加料 5,000→6,000へ改定。（1競技の場合は半額の3,000円）
・日程が国体予選と重複しているので参加者減がリスク

→昨年の国体予選出場者から推測して参加者数を見直し、予算を再編成願う。
→参加者減なら原価を削減する必要がある。関係者への交渉も含めて検討を行う

・昨年度の計算ミス等、クラブへ迷惑を掛けないための施策を検討願う

２．２．３．２　報告事項
(1)スノーヴァ行事

第2回を開催。怪我無く無事終了。11/10は9名の参加申し込み。（＋バディーが来るかも）
講師2名の支援をお願いする。

２．３　70周年行事
２．３．１　準備状況

(1) 予算と実推状況
・全体の参加者見込から、収支表をまずは完成させていただきたい
・本行事の収支は別会計としている。本会計への取り込みに関しては会計士と要相談。
・参加申し込み者　予定は150人 ← 現時点の申し込み121人に対して追加施策が必要
　→ 電話等を使って、参加募集を行う「第1次：10/24（水）迄」　　最終は10/31

(2) 行事詳細の発送状況に関して
・既に発送済みだが、届いていないかも？
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　→ 届いていないクラブへの補てんは必要。差分をリスト化して対応　→　坂田理事長対応（仮）
　　対応者は別途調整してメーリングリストで指示・案内

(3) 当日のシナリオ
・完全撤収は16時。会場を引き渡せばよい
・協会のロゴ募集に関して招集を掛けるか　←　今回は案内しないことで合意
・写真撮影後は流れ解散。当日のシナリオで検討する
・表彰者の座席はどうなるのか
　→座席表を作成する　→　70周年委員会で再度確認

(4) 記念誌の状況
・指摘事項は訂正して再入稿。　10/22が最終稿
・クラブ名は正式名で修正済み。
・現行理事が掲載されていない件は未対応→対応予定
・過去の会長全員を掲載することも検討　→　70周年委員会で確認

(5) 当日の衣装
・理事はスーツ、ネクタイ等でお願いする。女性理事もTPOに合わせた服装でお願いしたい。

(6) 参加者、理事向けの名札は坂田さん準備
(7) インカム　STJレンテックに打診。　坂田さん
(8) 名刺　まずはシンプルなもので準備　　縦書き。　役職変わった人・新任理事は作成
(9) 領収書等の備品　協会から準備　印刷しておく（7,000円 等）

２．４　上部団体関連
２．４．１　県連行事

北海道行事　地震に伴う復興支援行事として補助金が検討されている
参加者一人当たり1万円～2万円程度

２．５　その他
なし

３．閉会挨拶　（鈴木副会長）
70周年記念行事は来週イベント詳細は確定させるよう準備を進める。引き続きご協力をお願いする。

以上


